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滋賀バルブ協同組合 

〒522-0037 滋賀県彦根市岡町 52 

 TEL 0749-22-4873  FAX 0749-22-0463 

新役員のご紹介 （敬称略）     （企業５０音順）  

理 事 長 濵 口  浩 一  宮部鉄工㈱ 社長 

副理事長 大須賀 貴幸  ㈱大鳥製作所 社長 

副理事長 岡   一嘉  日の本辨工業㈱ 社長 

理   事 村井  米男  ㈱オーケーエム 社長 

理   事 清水  康裕  清水工業㈱ 社長 

理   事 小田  仁志  ㈱清水合金製作所 社長 

理   事 清水  智弘  ㈱清水鐵工所 社長 

理   事 中川  陽介  ㈱昭和バルブ製作所 専務 

理   事 角田  孝幸  角田鉄工㈱ 社長  

理   事 小野  慎一  廣瀬バルブ工業㈱ 社長    

理   事 古川  昌孝  古川工業㈱ 社長 

専務理事 阿部  弘幸  事務局専任  

監   事 松尾  直樹  松尾バルブ工業㈱ 社長 

監   事 松林  良蔵  ㈱マツバヤシ 会長 

 ねずみ鋳鉄 ダクタイル鋳鉄 
JIS 例) ＦＣ200 FCD450-10 
強さ 弱い 強い 
脆性 もろい ねばい 
加工性 良い やや悪い 
減衰率 高い 低い 
⿊鉛形状 ⽚状⿊鉛 球状⿊鉛 
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青年部 新役員のご紹介 

（敬称略） 

部 長 清水 康裕 清水工業㈱ 
 

副部長 宮嶋 俊介 ㈱ミヤジマ 
 

理 事 山田 雄一郎  

安治川鉄工㈱彦根工場 

理 事 青木 速利  

㈲滋賀ファクトリ 

理 事 松林 克蔵 ㈱マツバヤシ 

監 事 中川 陽介 

 ㈱昭和バルブ製作所 

 

 

    
 
【二  級】 
 （機械検査）  中村 知史  清水工業㈱ 

 （機械検査）  井嶋 ルーカス健三 ㈱清水鐵工所 

 （機械検査）  宇野 昌悟  ㈱昭和バルブ製作所 

 （機械検査）  市田 有真  ㈱ミヤジマ 

 （機械検査）  谷澤 悟至  宮部鉄工㈱ 
 

【三  級】 
 （機械検査）  山本 恭平  ㈱上田製作所 

 （機械検査）  藤田 泰裕  ㈱オーケーエム 

 （機械検査）  竹内 忠臣  ㈱昭和バルブ製作所 

 （機械検査）  ODA OLIVERA ANDRE HIDEKI 

  ㈱昭和バルブ製作所 

 （機械検査）  浅居 俊二  ㈱昭和バルブ製作所 

 （機械検査）  竹内 友作  ㈱ミヤジマ 

 （機械検査）  徳田 慎介  ㈱ミヤジマ 

令和元年度 後期「国家試験：技能検定」合格者 

（敬称略・順不動） 

◆技術解説シリーズ (1)  

【ダクタイル鋳鉄】 
バルブで使われる鋳鉄には ①ねず

み鋳鉄（片状黒鉛鋳鉄）と ②ダクタ

イル鋳鉄（球状黒鉛鋳鉄）がありま

す。ダクタイル鋳鉄は ①にマグネシ

ウム核剤を添加し、金属組織上に球

状の黒鉛を生成させたものです。こ

れにより、脆性（ねばさ）が改善さ

れ、強度や伸びが格段に向上します。 

 


